
1961年1月16日　第3種郵便物認可　2012年3月1日　第577号（毎月1回1日発行1部100円）
（加盟団体関係者の講読料については、負担金に含まれている。）

No.

577
仏暦2555年3月
［2012年］

山梨県南アルプス・北岳山頂のお地蔵さま─撮影　仏像ガール®

目次    加盟団体をゆく　第47回　日韓仏教交流協議会     2

第4回　東日本大震災支援検討会議     3

東日本大震災　一周忌追悼法要のお願い     4

加盟団体顧問弁護士連絡会     5

人権問題連絡協議会     6

NHK大河ドラマ「平清盛」の題字作家
金澤翔子さん書き下ろし『花まつり』ポスターのご案内     8



2012年3月1日 2

加
盟
団
体
を
ゆ
く

《
第
四
十
七
回
》
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会

　

今
回
は
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
を
お

訪
ね
し
、
西
郊
良
光
理
事
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

─�

貴
団
体
で
継
続
的
に
、
も
し
く
は

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
に
関

し
て
お
聞
か
せ
下
さ
い

　

日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
は
一
九
七
二

年
日
本
仏
教
徒
の
総
意
を
集
め
、
韓
国

か
ら
日
本
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
事
に
対

す
る
感
謝
の
意
を
示
す
「
仏
教
伝
来
謝

恩
碑
」
を
建
立
し
よ
う
、
と
い
う
事
業

が
き
っ
か
け
で
創
設
さ
れ
た
団
体
で
す
。

現
在
二
百
五
十
名
ほ
ど
の
会
員
が
入
会

し
て
お
り
、
宗
派
を
超
え
た
会
員
・
役

員
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
九
七
二
年
五
月
に
韓
国
の
扶ぷ

余よ

に

謝
恩
碑
を
建
立
、
除
幕
し
て
か
ら
韓
国

仏
教
徒
の
方
々
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。
謝
恩
碑
建
立
か
ら
五
年
後
の
一

九
七
七
年
に
両
国
で
交
流
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。（
日
本
側
は
日
韓
仏

教
交
流
協
議
会
、
韓
国
側
は
韓
日
仏
教

文
化
交
流
協
議
会
を
設
立
）

　

同
年
十
月
、
ソ
ウ
ル
の
半
島
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
で
日
韓
・
韓
日
仏
教
交
流
協

議
会
の
合
同
発
会
式
が
行
わ
れ
、
第
一

回
日
韓
・
韓
日
仏
教
交
流
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
一
部
の
期
間
を
除
い
て
は
日

本
と
韓
国
に
て
毎
年
交
互
に
大
会
が
開

催
さ
れ
、
今
日
ま
で
に
三
十
二
回
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
会
で

は
世
界
平
和
祈
願
合
同
法
要
、
学
術
大

会
、
識
者
に
よ
る
共
通
テ
ー
マ
の
基
調

講
演
が
必
ず
行
わ
れ
、
共
同
宣
言
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
毎
年
継
続

し
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
韓
国
の
交
流
を
行
う
際
に
、

避
け
て
通
れ
な
い
の
が
第
二
次
世
界
大

戦
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
日
韓
仏
教
交

流
協
議
会
の
目
的
は
日
韓
両
国
の
文
化

交
流
と
仏
教
興
隆
で
あ
り
、
政
治
的
な

意
図
や
目
的
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
わ
る
問

題
は
い
ま
だ
に
両
国
間
に
残
っ
て
お
り
、

国
家
間
の
や
り
と
り
で
は
解
決
が
難
し

い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題

に
対
し
て
、
少
し
ず
つ
で
も
解
決
に
向

け
て
歩
ん
で
ゆ
か
な
く
て
は
両
国
の
本

当
の
意
味
で
の
交
流
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
家
間
で
正
式
に
行
う
事
は
困
難
で

も
、
仏
教
徒
の
間
で
は
日
本
は
過
去
の

行
い
に
関
し
て
し
っ
か
り
謝
罪
を
し
、

過
去
受
け
た
痛
み
を
癒
す
よ
う
努
力
を

行
う
。
韓
国
側
は
そ
れ
を
受
け
て
よ
り

い
っ
そ
う
日
本
と
の
交
流
に
力
を
尽
く

す
、
そ
う
し
た
健
全
な
関
係
を
構
築
す

べ
く
日
々
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
一
月
に
目
黒
・
祐
天
寺

に
お
い
て
日
本
・
韓
国
両
国
合
同
に
よ

る
「
韓
国
出
身
戦
没
者
還
送
遺
骨
追
悼

式
」
を
厳
修
し
ま
し
た
。
祐
天
寺
に
安

置
さ
れ
て
い
る
一
、
一
三
五
体
の
う
ち
、

遺
族
の
判
明
し
た
一
〇
一
体
を
祖
国
の

地
に
返
還
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
五
月
に
は
、
合
同
事
業

と
し
て
第
三
十
回
韓
日
・
日
韓
仏
教
交

流
大
会
を
記
念
し
て
、「
人
類
和
合
共

生
祈
願
碑
」
を
韓
国
驪
州
神
勒
寺
に
建

立
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
記
念
碑
は
今

日
ま
で
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
日
韓
交
流
を
進
め
る
べ
く
、

独
自
の
支
援
を
含
め
た
様
々
な
活
動
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

─�

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
に
つ
い

て

　

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
・
韓
日
仏
教

文
化
交
流
協
議
会
か
ら
東
日
本
大
震
災

の
支
援
に
役
立
て
て
ほ
し
い
、
と
の
事

で
集
め
ら
れ
た
募
金
一
千
万
円
を
日
韓

仏
教
交
流
協
議
会
に
寄
託
し
て
頂
き
ま

し
た
。
協
議
の
結
果
、
全
日
本
仏
教
会

の
救
援
基
金
に
寄
託
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
一
年
五
月
二
十
三
日

に
は
鎌
倉
光
明
寺
に
お
い
て
東
日
本
大

震
災
物
故
者
追
悼
合
同
慰
霊
法
要
を
厳

修
し
、
韓
国
側
か
ら
も
多
数
の
僧
侶
に

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
三
月
九
日
午
後
二
時
よ
り
鎌

倉
光
明
寺
に
お
い
て
合
同
法
要
を
厳
修

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
既
に
韓
国
か
ら
僧

西郊良光日韓仏教交流協議会理事長
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侶
一
〇
〇
名
、
婦
人
会
三
〇
名
以
上
の

参
列
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
に
対
し
て
は
韓
国
側
か

ら
非
常
に
多
く
の
支
援
を
頂
き
、
今
後

も
継
続
し
て
支
援
し
た
い
と
の
意
向
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
感
謝
す
る
と
共
に
、

も
し
韓
国
側
で
災
害
が
発
生
し
た
折
に

は
日
本
か
ら
素
早
く
援
助
を
行
う
事
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

─�

現
代
社
会
に
対
す
る
思
い
を
お
聞

か
せ
下
さ
い

　

自
死
の
問
題
、
教
育
等
の
社
会
問
題

に
対
し
て
は
ま
ず
専
門
家
等
の
識
者
を

呼
び
、
研
修
を
重
ね
て
い
く
事
が
重
要

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
こ
ち
ら
が
社

会
の
問
題
に
対
し
て
勉
強
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

各
宗
派
や
寺
院
で
自
死
問
題
に
非
常

に
積
極
的
に
取
り
組
み
活
動
し
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ

れ
ら
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
宗
派
や
寺
院
は
対
応
で
き
る
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
僧

侶
も
き
れ
い
事
を
述
べ
る
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
問
題
と
向
き
合
う
た
め
の
意

識
改
革
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

─�

仏
教
界
に
対
す
る
思
い
を
お
聞
か

せ
下
さ
い

　

仏
教
界
全
体
が
、
社
会
貢
献
活
動
と

国
際
交
流
の
分
野
に
対
し
て
も
っ
と
力

を
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
、
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

海
外
布
教
を
行
っ
て
い
る
宗
派
等
は

あ
り
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
よ
う
な
他
宗
教
と
交
流
が
あ
る

宗
派
や
団
体
と
な
る
と
非
常
に
限
ら
れ

て
き
ま
す
。
全
日
本
仏
教
会
で
そ
う
し

た
啓
発
が
も
っ
と
行
え
る
と
、
仏
教
界

全
体
に
と
っ
て
よ
り
良
い
効
果
が
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

「人類和合共生祈願碑」を韓国驪州神勒寺に建立

第
四
回
東
日
本
大
震
災

支
援
検
討
会
議
開
催

　

第
四
回
東
日
本
大
震
災
支
援
検
討
会

議
を
二
月
十
五
日
午
後
二
時
四
十
分
よ

り
全
日
本
仏
教
会
会
議
室
に
て
、
全
委

員
出
席
の
も
と
開
催
し
た
。

　

会
議
は
、
被
災
寺
院
を
対
象
と
し
て

行
な
っ
た
第
二
次
支
援
活
動
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
と
報
告
、
第
三
次
支
援
活
動
に

つ
い
て
の
検
討
の
順
に
進
行
し
た
。
今

回
の
検
討
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
事
項

は
、
以
下
の
通
り
。

一
、
避
難
所
と
な
っ
た
寺
院
へ
の
第
一

次
支
援
は
、
今
後
も
継
続
す
る
。

期
限
設
定
は
し
な
い
。

二
、
一
月
末
日
で
締
め
切
っ
た
第
二
次

支
援
に
つ
い
て
、
三
月
末
日
ま
で

期
間
を
延
長
し
て
行
う
。
な
お
期

間
延
長
の
告
知
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
行
う
。（
六

頁
参
照
）

三
、
救
援
基
金
の
基
本
金
は
三
〇
〇
〇

万
円
と
す
る
。

四
、
第
三
次
支
援
の
予
算
は
、
経
費
を

含
め
四
〇
〇
〇
万
円
と
す
る
。

五
、
第
三
次
支
援
は
長
期
的
視
点
に
立

ち
、
現
在
も
被
災
地
で
支
援
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
加
盟
団
体
傘
下

の
支
援
活
動
団
体
に
一
〇
万
円
の

拠
出
を
行
な
い
、
支
援
先
か
ら
は

デ
ー
タ
で
写
真
等
の
報
告
を
い
た

だ
く
。
な
お
募
集
期
間
は
四
月
上

旬
か
ら
六
月
末
日
ま
で
で
、
募
集

件
数
は
三
〇
〇
件
、
募
集
案
内
は

①
加
盟
団
体
②
青
年
会
③
第
一
次

支
援
を
行
な
っ
た
一
九
六
団
体
に

送
る
。

六
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
活
動
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
書
を
作
成
し
、

加
盟
団
体
を
は
じ
め
義
援
金
を
寄

託
し
て
い
た
だ
い
た
団
体
・
個
人

及
び
支
援
し
た
寺
院
・
団
体
、
賛

助
会
員
、
関
係
団
体
な
ど
を
含
め
、

お
よ
そ
一
二
〇
〇
ヶ
所
に
送
付
す

る
。
な
お
義
援
金
を
寄
託
し
て
い

た
だ
い
た
団
体
・
個
人
に
は
感
謝

状
を
添
え
て
送
付
す
る
。
報
告
書

作
成
・
送
付
の
た
め
の
諸
経
費
は

救
援
基
金
よ
り
支
出
す
る
。

　

そ
の
他
の
事
項
と
し
て
長
谷
川
委
員

よ
り
、
各
宗
派
の
顧
問
弁
護
士
に
よ
る

宗
教
法
人
の
立
場
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
今
後
予
想
さ
れ
る
国
と
の
折

衝
等
の
基
礎
資
料
を
作
っ
て
は
と
の
提

案
が
あ
っ
た
。
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全
国
ご
寺
院
の
皆
さ
ま
へ

東
日
本
大
震
災 

一
周
忌
追
悼
法
要
の
お
願
い

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
宮
城
県
東
方
沖
を
震
源
と
し
た
地
震
と
そ
れ
に
続

く
大
津
波
に
よ
り
、
太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
に
、
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
現
在
、
死
者
一
五
、
八
四
五
人
、

行
方
不
明
者
三
、
三
四
〇
人
と
い
う
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
飛
散
は
、
広
範
囲
の
地
域
を
汚
染
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
ま
だ
長
い
年
月
を

要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え
る
時
節
と
な
り
ま
す
。
来
る
三

月
十
一
日
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
、
被
災
地
の
ご
寺
院
は
も
と
よ
り
各
ご
宗
派
の
ご
本
山
、

全
国
の
ご
寺
院
に
お
き
ま
し
て
、
一
周
忌
の
追
悼
法
要
と
、
地
震
発
生
時
刻
の
午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
梵
鐘
を
撞

い
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ぞ
か
し
大
変
な
、
苦

悩
の
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
法
要
が
、
ご
遺
族
は
も
と
よ
り
、
深
い
悲
し
み
の
中

に
あ
る
全
て
の
方
の
心
に
寄
り
添
い
、
こ
れ
か
ら
共
に
歩
む
べ
き
道
を
照
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
の
復
興
は
よ
う
や
く
緒
に
就
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
協
働
し
、
長
い
支
援
を
志
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
お
心
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
四
年
二
月
一
日

財
団
法
人　

全
日
本
仏
教
会　

会
長　

河 
野　

太 

通

第
四
十
四
回
大
津
市
仏
教
会

成
道
会
仏
教
徒
大
会
を
開
催

　

大
津
市
仏
教
会
で
は
、
去
る
十
二
月

七
日
大
津
市
ピ
ア
ザ
淡
海
に
お
い
て
、

第
四
十
四
回
大
津
市
仏
教
会
成
道
会
仏

教
徒
大
会
を
開
催
し
た
。

　

仏
教
徒
約
三
〇
〇
名
が
参
加
。
奉
賛

式
典
で
は
東
日
本
大
震
災
や
台
風
十
二

号
で
亡
く
な
っ
た
被
災
者
へ
の
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
、
釈
尊
の
人
間
平
等
の
教
え
、

絆
の
大
切
さ
に
つ
い
て
共
に
考
え
た
。

　

ま
た
近
江
渡
来
人
倶
楽
部
代
表
の
河

本
行
雄
氏
が
「
二
十
一
世
紀
・
多
文
化

共
生
社
会
の
道
筋
を
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
行
っ
た
。

式典にて「奉賛のことば」を読み上げる前阪良
憲大津市仏教会会長
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第
二
十
九
期 

平
成
二
十
三
年
度
加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会

テ
ー
マ
：
宗
教
法
人
を
考
え
る
②

�

～
被
包
括
法
人
の
合
併
に
つ
い
て
～

　

二
月
七
日
、
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

宗
務
所
（
京
都
永
観
堂
）
に
お
い
て
標

記
連
絡
会
を
開
催
し
た
。
開
会
前
に
は

希
望
者
に
対
し
て
永
観
堂
山
内
の
特
別

拝
観
も
実
施
さ
れ
た
。

　

本
連
絡
会
は
、
包
括
法
人
の
課
題
の

一
つ
で
あ
る
不
活
動
法
人
対
策
を
中
心

に
話
し
合
い
、
各
加
盟
団
体
の
顧
問
弁

護
士
と
担
当
役
職
員
を
交
え
、
各
加
盟

団
体
が
持
つ
情
報
を
交
換
し
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
、
本
会
事
務

総
局
員
を
含
め
五
十
八
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
会
場
を
ご
提
供
頂
い

た
久
我
儼
昭
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
宗

務
総
長
よ
り
挨
拶
を
賜
り
、
午
後
二
時

よ
り
開
会
し
た
。

　

講
師
の
松
井
宗
益
臨
済
宗
妙
心
寺
派

宗
務
総
長
は
、
問
題
提
起
と
し
て（
株
）

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
が
ま
と
め
た
一

般
の
方
々
の
僧
侶
に
対
す
る
苦
情
事
例

を
出
席
者
に
報
告
し
「
僧
侶
の
素
行
や

葬
儀
に
対
す
る
不
満
が
社
会
に
は
非
常

に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
事
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
宗
内
で
は
住
職
と
檀
家
が
紛

争
に
な
る
ケ
ー
ス
が
既
に
相
次
い
で
い

る
。」
と
現
状
を
報
告
。
同
宗
派
で
は

こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
「
妙
心
寺
派
相

談
室
」
を
設
立
し
、
檀
家
・
一
般
の
方

か
ら
の
相
談
に
対
応
。
訴
訟
な
ど
に
発

展
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
現
地
へ
赴

き
調
停
作
業
を
行
う
こ
と
も
あ
る
、
と

説
明
し
た
。

　

ま
た
平
成
元
年
の
時
点
で
百
十
ケ
寺

あ
っ
た
同
宗
派
所
属
の
無
住
寺
院
を
十

一
ケ
寺
ま
で
減
ら
し
た
こ
と
や
、
寺
院

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
寺
院
の
移
転

や
合
併
、
解
散
等
の
取
り
組
み
を
具
体

的
に
紹
介
し
「
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

怠
る
と
不
活
動
被
包
括
法
人
を
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
不
活
動
法
人

化
し
た
寺
院
は
犯
罪
の
温
床
に
も
な
り

や
す
く
、
決
し
て
放
置
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
顧
問
弁
護
士
と
加
盟
団
体

役
職
員
に
別
れ
て
分
散
会
を
行
い
、
意

見
を
集
約
し
報
告
会
を
行
っ
た
。

　

報
告
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
書
記

が
内
容
を
発
表
。
加
盟
団
体
の
側
で
は

各
宗
派
が
取
り
組
ん
で
い
る
不
活
動
被

包
括
法
人
対
策
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
の
、

不
活
動
寺
院
数
の
把
握
や
対
策
は
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
と
報
告
す
る
団
体
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
包
括
法
人
側
と
し
て

は
基
本
的
に
加
盟
寺
院
数
を
減
ら
す
方

向
で
は
考
え
づ
ら
く
、
解
散
で
は
な
く

合
併
を
多
く
の
団
体
で
推
奨
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
た
。

　

顧
問
弁
護
士
側
の
報
告
で
は
、「
在

家
か
ら
出
家
し
た
僧
侶
は
意
欲
も
知
識

も
伴
っ
て
い
る
が
住
職
に
な
る
こ
と
が

難
し
い
。
背
景
と
し
て
、
そ
の
寺
院
の

法
類
の
み
で
住
職
の
任
命
を
推
挙
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

僧
侶
を
無
住
寺
院
の
住
職
と
し
て
任
命

す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
？
」「
単

立
化
す
る
寺
院
を
増
や
さ
な
い
為
に
包

括
団
体
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
宗
派
課
金
や
師
弟
教
育
の
面
で
単

立
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
デ
メ
リ
ッ
ト
を

上
回
っ
て
い
る
。
包
括
法
人
は
加
盟
寺

院
の
メ
リ
ッ
ト
を
再
考
す
る
べ
き
。」等
、

加
盟
団
体
の
不
活
動
法
人
対
策
と
は
相

対
し
、
不
活
動
法
人
を
増
や
さ
な
い
為

の
対
策
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
全
体
会
で
は
、
不

活
動
被
包
括
法
人
数
の
把
握
の
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
各
寺
院
か
ら
所
轄
庁
へ

の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
備
え

付
け
書
類
の
提
出
率
が
低
い
事
が
問
題

に
挙
げ
ら
れ
た
。
各
宗
派
よ
り
呼
び
か

け
て
、
書
類
の
提
出
を
促
す
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。

　

包
括
法
人
は
社
会
的
責
任
を
果
た
す

為
、
不
活
動
被
包
括
法
人
対
策
を
積
極

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
社
会
は
私
た
ち

に
厳
し
い
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
と
総
括
し
、
連
絡
会
は
終
了
し
た
。

講演する松井宗益臨済宗妙心寺派宗務総長
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
て
記
者
会
見
開
催

　

本
会
は
二
〇
一
一
年
十
二
月
一
日
に

出
し
た
宣
言
文
「
原
子
力
発
電
に
よ
ら

な
い
生
き
方
を
求
め
て
」に
関
し
て
、日

本
記
者
ク
ラ
ブ
に
て
二
月
二
十
日
午
後

二
時
よ
り
河
野
太
通
会
長
、
戸
松
義
晴

事
務
総
長
が
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
見
の
動
画
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
頂
け
ま
す
。
詳

し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

http://w
w

w
.jbf.ne.jp/

被
災
寺
院
へ
の
支
援
金
受
付
が
延
長

　

東
日
本
大
震
災
被
災
寺
院
へ
の
支
援

金
の
受
付
を
二
〇
一
二
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
延
長
い
た
し
ま
し
た
。

　

支
援
金
に
関
す
る
詳
細
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.jbf.ne.jp

映
画「�

イ
エ
ロ
ー･

ケ
ー
キ 

ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
嘘
」

各
地
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
開
始

　

原
子
力
発
電
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン

鉱
石
は
、
採
掘
の
際
に
作
業
員
の
被
ば

く
を
起
こ
し
、
大
量
の
放
射
性
土
砂
、

汚
泥
を
残
し
て
し
ま
い
ま
す
。

 

こ
の
問
題
に
関
す
る
様
々
な
声
と
映

像
を
綴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
イ
エ
ロ
ー
・
ケ
ー
キ
」
が
各
地
で
上

映
中
で
す
。
詳
細
は
映
画
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

http://pandorafilm
s.w

ordpress.com
/

第
二
十
九
期 

第
三
回

人
権
問
題
連
絡
協
議
会

　

二
月
八
日
、
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

宗
務
所
（
京
都
永
観
堂
）
に
て
「
第
二

十
九
期
第
三
回
人
権
問
題
連
絡
協
議

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に「
風
評
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
題
し
、
吉
田
泉
民
主
党
衆
議
院
議
員

（
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
福
島

現
地
対
策
本
部
長
・
財
務
大
臣
政
務
官
）

が
講
演
を
行
い
、
原
子
力
発
電
所
の
爆

発
事
故
後
の
被
災
地
の
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　

講
演
で
は
避
難
住
民
の
大
半
が
職
を

失
っ
て
い
る
こ
と
、
原
発
事
故
の
影
響

で
家
庭
生
活
が
分
断
さ
れ
た
（
年
配
者

と
若
い
世
代
）
事
例
等
の
現
況
が
報
告

さ
れ
た
後
、
風
評
被
害
に
よ
り
畜
産
・

米
・
果
物
と
言
っ
た
農
業
等
の
第
一
次

産
業
だ
け
に
限
ら
ず
、
林
業
・
水
産
加

工
業
・
観
光
等
の
広
範
囲
に
被
害
が
及

ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
事
故
後
住
民
の
不
安
が
増
幅
さ

れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
低

レ
ベ
ル
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
に
対

し
政
府
と
し
て
も
適
切
な
対
応
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
今
後
は

一
刻
も
は
や
く
除
染
の
た
め
の
仮
置
き

場
の
設
置
を
進
め
て
い
く
、
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
長
谷
川
健
一
飯
舘
村
前
田
行

政
区
長
（
酪
農
家
）
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
映
像
）

を
使
い
な
が
ら
講
演
を
行
い
、
集
団
避

難
に
至
る
ま
で
の
政
府
の
発
表
す
る
放

射
線
数
値
へ
の
不
信
や
、
酪
農
を
営
む

故
の
苦
悩
・
悩
み
の
様
子
が
映
像
と
と

も
に
語
ら
れ
た
。

　

結
果
と
し
て
長
谷
川
区
長
本
人
を
含

め
、
同
業
の
酪
農
家
は
皆
住
み
慣
れ
た

土
地
を
離
れ
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

酪
農
仲
間
が
自
ら
の
命
を
絶
つ
な
ど
言

葉
で
は
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
悲
し
み
に

陥
っ
た
体
験
が
語
ら
れ
た
。

　

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
故
後

除
染
等
を
含
め
た
国
の
対
応
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
今
も
飯
舘
村
の
住
民
は
不
安

を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
こ
の
ま
ま
で
は

「
村
を
出
る
」
方
策
も
視
野
に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
語
ら
れ
、
今
後

の
国
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
こ
の
原
発

事
故
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
訴

え
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
両
講
師
と
加
盟

団
体
各
担
当
者
と
の
間
で
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

　

風
評
被
害
の
原
因
の
一
つ
に
、
行
政

側
が
計
測
環
境
（
放
射
線
等
）
を
整
え

て
来
な
か
っ
た
責
任
が
大
き
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
放
射
線
へ
の
政
府
の
取

り
組
み
に
対
し
て
批
判
が
集
中
し
た
。

吉
田
対
策
本
部
長
は
、
政
府
の
広
報
を

通
じ
て
情
報
を
正
確
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。

　

加
盟
団
体
か
ら
は
独
自
に
現
地
に
対

策
本
部
を
設
置
し
て
、
復
興
に
向
け
正

し
い
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
機
構
整

備
を
し
て
い
る
、
と
の
報
告
も
行
わ
れ

た
。

　

そ
の
他
、
加
盟
団
体
か
ら
の
要
望
と

し
て
、
義
援
金
・
支
援
金
を
集
め
、
被

災
地
域
の
復
興
の
一
助
と
な
る
様
な
支

援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。風評被害について語る長谷川健一飯舘村前田行政区長



2012年3月1日7 ZENBUTSU

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

表
紙
写
真
紹
介

「
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
・

�

北
岳
山
頂
の
お
地
蔵
さ
ま
」

　

日
本
で
一
番
目
に
高
い
山
は
、
富
士

山
。
で
は
、
日
本
で
二
番
目
に
高
い
山

は
な
ん
で
し
ょ
う
？
す
ぐ
に
答
え
ら
れ

た
方
は
、
き
っ
と
登
山
が
お
好
き
な
方

だ
と
思
い
ま
す
。

　

答
え
は
、
北
岳
。
山
梨
県
に
そ
び
え

る
南
ア
ル
プ
ス
に
あ
り
ま
す
。
標
高
三
、

一
九
三
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
は
、
お
地

蔵
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
多
く

の
お
山
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
南
ア
ル

プ
ス
に
も
山
岳
信
仰
が
あ
り
ま
し
た
。

昔
は
こ
の
山
頂
に
は
、
小
さ
な
祠
が
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
小
さ
な
大
日
如
来
さ

ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

い
つ
か
ら
か
そ
の
大
日
如
来
さ
ま
は
盗

ま
れ
て
し
ま
っ
て
、
祠
も
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
が
い
つ
か
ら
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
が
、
大
日
如
来
さ
ま
が
ご
不
在

の
間
、
し
っ
か
り
と
山
頂
を
守
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。

　

今
回
で
仏
像
ガ
ー
ル
が
表
紙
の
写
真

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
最
後
と

な
り
ま
す
。
毎
月
写
真
を
選
ぶ
中
で
、

改
め
て
日
本
が
持
つ
四
季
、
色
、
信
仰

に
心
を
打
た
れ
、
こ
ん
な
国
に
生
ま
れ
、

仏
教
に
出
会
え
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
思
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

仏
像
ガ
ー
ルR

事
務
総
局
録
事

　十
二
月
（
十
六
日
～
三
十
一
日
）

十
六
日
▼
野
村
證
券
来
局

　
　
　

▼ 

自
由
民
主
党
団
体
交
流
委
員
長
井

上
信
治
氏
来
局

十
九
日
▼
淑
徳
大
学
藤
森
氏
来
局

　
　
　

▼
日
本
郵
便
来
局

二
十
一
日
▼
㈱
安
震
来
局

　
　
　
　

▼ 

さ
よ
な
ら
原
発
一
千
万
人
実
行

委
員
会
来
局

二
十
二
日
▼
無
料
法
律
相
談

　
　
　
　

▼
東
映
来
局

　
　
　
　

▼
自
由
民
主
党
鈴
木
政
二
氏
来
局

二
十
六
日
▼ 

社
会
民
主
党
福
島
み
ず
ほ
氏
来

局

二
十
七
日
▼
事
務
総
局
ご
用
納
め

　一
月
（
一
日
～
三
十
一
日
）

十
日
▼
事
務
総
局
ご
用
始
め

　
　

▼ 

日
蓮
宗
賀
詞
交
歓
会
出
席
（
日
蓮
宗

宗
務
院
）

十
一
日
▼ 

東
映
来
局

十
二
日
▼ 

公
益
法
人
協
会
新
年
懇
親
会
出
席

（
銀
行
倶
楽
部
）

　
　
　

▼ 

富
士
通
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
東
氏
来

局

　
　
　

▼
損
保
ジ
ャ
パ
ン
来
局

十
三
日
▼ 

厚
生
労
働
省
人
道
調
査
室
亀
島
室

長
遠
藤
氏
来
局

十
五
日
▼ 

増
上
寺
新
年
互
礼
会
出
席

十
六
日
▼ 

民
主
党
二
〇
一
二
年
度
定
期
大
会

出
席
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

鶴
の
間
）

　
　
　

▼ 

日
本
宗
教
連
盟
幹
事
会
・
理
事
会
・

懇
談
会
出
席
（
増
上
寺
会
館
）

　
　
　

▼
新
日
本
法
規
出
版
大
村
氏
来
局

十
七
日
▼
局
内
会
議

　
　
　

▼ 

社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
新

年
懇
親
会
出
席
（
ザ
・
プ
リ
ン
ス　

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｆ
Ｇ
）

　
　
　

▼
劇
団
希
望
舞
台
来
局

　
　
　

▼『
寺
門
興
隆
』
誌
取
材

　
　
　

▼ 

ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館
長
谷
川
氏
来

局

十
八
日
▼ 

藤
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表
藤
森
氏

来
局

十
九
日
▼
真
宗
大
谷
派
互
礼
会
出
席

　
　
　

▼ 
念
法
眞
教
桶
屋
教
務
総
長
・
一
宮

総
務
部
長
他
来
局

二
十
日
▼ （
財
）埼
玉
県
佛
教
会
平
成
二
十
四

年
新
年
懇
親
会
出
席
（
浦
和
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
三
階
プ
ラ

チ
ナ
ル
ー
ム
）

二
十
二
日
▼ 

第
七
十
九
回
自
由
民
主
党
大
会

出
席
（
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
新
高
輪　

国
際
館
パ
ミ
ー

ル
三
階
「
北
辰
の
間
」）

二
十
四
日
▼
浄
光
会
出
席
（
増
上
寺
）

　
　
　
　

▼ 

浄
土
宗
中
村
総
務
局
長
・
小
林

理
事
来
局

　
　
　
　

▼
大
東
観
光
来
局

二
十
五
日
▼
第
七
回
国
際
交
流
審
議
会

二
十
六
日
▼ 

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｂ
Ｎ
Ｎ
）連
続
セ
ミ
ナ
ー
参
加

二
十
七
日
▼
総
務
財
政
審
議
会

　
　
　
　

▼ 

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
新
春
学

習
会
・
新
春
の
集
い
出
席
（
立

正
佼
成
会　

法
輪
閣
）

三
十
日
▼ 

第
七
回
葬
祭
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
に
審
査
員
と
し
て
参

加
（
ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
）

三
十
一
日
▼
局
内
会
議

　
　
　
　

▼ 

イ
ン
ド
大
使
館
ク
リ
シ
ュ
ナ
参

事
官
主
催
夕
食
会
出
席

　二
月
（
一
日
～
十
五
日
）

一
日
▼ 

仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｂ
Ｎ

Ｎ
）企
画
委
員
会
出
席
（
慈
母
会
館
）

二
日
▼ 

平
成
二
十
三
年
度
中
小
企
業
活
路
開

拓
調
査
・
実
現
化
事
業
「
成
果
普
及

講
習
会
」
出
席
（
総
評
会
館
）

七
日
▼ 

加
盟
団
体
顧
問
弁
護
士
連
絡
会
（
永

観
堂
）

八
日
▼
人
権
問
題
連
絡
協
議
会
（
永
観
堂
）

九
日
▼ 

自
由
民
主
党
各
種
団
体
懇
話
会
出
席

（
半
蔵
門
）

　
　

▼ 

真
言
宗
智
山
派
宮
坂
宥
勝
猊
下
追
悼

法
要
参
列
（
京
都
・
智
積
院
）

十
日
▼ 

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修

正
会
出
席
（
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
高
輪
）

　
　

▼ 

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年

世
界
平
和
の
祈
り
の
集
い
第
二
回
実

行
委
員
会
出
席
（
新
都
ホ
テ
ル
）

十
五
日
▼
局
内
会
議

　
　
　

▼ 

第
四
回
東
日
本
大
震
災
支
援
検
討

会
議
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NHK大河ドラマ「平清盛」の題字作家、金澤翔子さん
書き下ろし『花まつり』ポスターのご案内

本年はＮＨＫにて放映中の大河ドラマ「平清盛」の題字作家、金澤翔子さんが書き下ろした
「花まつり」ポスターを頒布致します。数が限られておりますのでお早めにお求め下さい。

 金澤翔子書新ポスター（限定3000枚）

従来ポスター（在庫なくなり次第頒布終了）

（A）赤ちゃんと仏像 （B）仏像（残りわずか）

ご注文方法
◇価　　　格　　　１枚　50円  （10枚以上より受付　梱包料800円，送料〔関東1,250円，近畿・東北1,350

円，四国・中国1,500円，九州・北海道1,650円〕９枚以下は応相談）
◇お申し込み　　　本会ホームページより申込み用紙を印刷し、FAXにてお申し込み下さい。（申込み

用紙の印刷ができない場合はお問い合わせ下さい）
◇お支払い方法　　後日、請求書と払い込み用紙をお送り致します。

金澤翔子さんについてはホームページをご参照ください。http://www.kshouko.com/

花まつり「絵はがき」無料配布中
全日本仏教会では、『花まつり』を記念して、毎年、『花まつり』絵はが
きを皆様に無料にて配布しております。画僧である牧宥恵師にデザイン
をお願いしております。
親しい人・大切な方へ「ありがとう」を送りましょう。

申込みは、メールもしくはFAXにて承ります。
１枚より無料でお届けします。（50部以上ご希望の場合のみ、送料着払
いの宅急便にて発送させて頂きます）

●ポスター、絵はがきのお申し込み・お問い合せ先
財団法人　全日本仏教会　広報文化部
TEL 03−3437−9275　 FAX 03−3437−3260
メールアドレス kouho@jbf.ne.jp　ホームページ http://www.jbf.ne.jp




